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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＬＴＥ無線アクセス技術を使用して、可変数の
送信アンテナまたは受信アンテナを用いて、信号を送信
および受信することが可能な、適応アンテナ管理のため
の方法および装置を提供する。
【解決手段】ユーザ機器（ＵＥ）は、チャネル状態情報
（ＣＳＩ）フィードバックを送信することまたはアップ
リンク基準信号を送信することのうちの少なくとも１つ
の各送信タイミングに基づいて、アップリンク通信また
はダウンリンク通信のうちの少なくとも１つのための異
なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイント
を導出し、決定する。ＵＥは、決定に基づいてＣＳＩフ
ィードバックまたはアップリンク基準信号のうちの少な
くとも１つを送信するためのパラメータを調整する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＵＥがアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１つのための
異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、
　前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基
準信号のうちの少なくとも１つを送信するためのパラメータを調整することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記切替えポイントを決定することは、
　前記ＣＳＩフィードバックを送信することまたはアップリンク基準信号を送信すること
のうちの少なくとも１つのタイミングに基づいて切替えポイントを導出すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがＣＳＩ
フィードバックを送信するときと一致する、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがアップ
リンク基準信号を送信するときと一致する、
請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記切替えポイントを決定することは、
　定義された周期性またはオフセットのうちの少なくとも１つに基づいて切替えポイント
を決定すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　切替えポイントの後に使用すべきアンテナ構成を選択することと、
　前記選択されたアンテナ構成のインジケーションを与えることと
をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　切替えポイントの後に使用すべきアンテナ構成のインジケーションを受信すること
をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　複数のアンテナ構成のためにＣＳＩフィードバックを与えること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のアンテナ構成のために与えられた前記ＣＳＩフィードバックに少なくとも部
分的に基づいて選択されたアンテナ構成のインジケーションを受信すること
をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥは、アップリンク送信のために利用可能な物理アンテナの数に基づいて複数の
アップリンクアンテナ構成で構成される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　選択されたアップリンクアンテナ構成上でアップリンク基準信号を送信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥは、直近の送信されたＣＳＩフィードバックに対応するダウンリンク送信を処
理するためのダウンリンクアンテナ構成を利用するように構成される、
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請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　アンテナ構成にわたるレイヤの最大サポート可能数に基づいてランクインジケーション
（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　周期フィードバックおよび非周期フィードバックのために別々にランクインジケーショ
ン（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）がアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１
つのための異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、
　前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基
準信号のうちの少なくとも１つを処理するために使用されるパラメータを調整することと
を備える、方法。
【請求項１６】
　前記切替えポイントを決定することは、
　前記ＵＥが前記ＣＳＩフィードバックを送信することまたは前記ＵＥがアップリンク基
準信号を送信することのうちの少なくとも１つのタイミングに基づいて切替えポイントを
導出すること
を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがＣＳＩ
フィードバックを送信するときと一致する、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがアップ
リンク基準信号を送信するときと一致する、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記切替えポイントを決定することは、
　定義された周期性またはオフセットのうちの少なくとも１つに基づいて切替えポイント
を決定すること
を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　切替えポイントの後に使用すべきアンテナ構成を選択することと、
　前記選択されたアンテナ構成のインジケーションを前記ＵＥにシグナリングすることと
をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　切替えポイントの後に使用中のアンテナ構成のインジケーションを受信すること
をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　複数のアンテナ構成のためにＣＳＩフィードバックを受信すること
をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数のアンテナ構成のために与えられた前記ＣＳＩフィードバックに少なくとも部
分的に基づいて選択されたアンテナ構成のインジケーションを送信すること
をさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
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　前記ＵＥは、アップリンク送信のために利用可能な物理アンテナの数に基づいて複数の
アップリンクアンテナ構成で構成される、
請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　選択されたアップリンクアンテナ構成上でアップリンク基準信号を受信すること
をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ＵＥは、直近の送信されたＣＳＩフィードバックに対応するダウンリンク送信を処
理するためのダウンリンクアンテナ構成を利用するように構成される、
請求項１５に記載の方法。
【請求項２７】
　アンテナ構成にわたるレイヤの最大サポート可能数に基づいてランクインジケーション
（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２８】
　周期フィードバックおよび非周期フィードバックのために別々にランクインジケーショ
ン（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記ＵＥはアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１つのための
異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、前記決定に
基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基準信号のうち
の少なくとも１つを送信するためのパラメータを調整することとを行うように構成される
少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
【請求項３０】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）はアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１
つのための異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、
前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基準
信号のうちの少なくとも１つを処理するために使用されるパラメータを調整することとを
行うように構成される少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、２０１３年４月５日に出願された米国仮出願第６１／８０８，
９１３号、および２０１３年４月５日に出願された米国仮出願第６１／８０９，２４３号
の優先権を主張するもので、本出願の譲受人に譲渡され、これら全体が参照により本明細
書に明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、複数のワイヤレスプロ
トコル間でデバイスの物理アンテナを共有するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、および
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ブロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。
典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通
信規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンスト（LTE（登録商標）-Ad
vanced）は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Ge
neration Partnership Project）によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニ
ケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）モバ
イル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバ
イルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートすることと、コストを下
げることと、サービスを改善することと、新しいスペクトルを利用することと、ダウンリ
ンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを
使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く
統合することとを行うように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドア
クセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。
好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規
格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方
法を提供する。本方法は、概して、サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第
１のユーザ機器（ＵＥ）と干渉するか、または潜在的に干渉する１つまたは複数のセルに
おいて送信される１つまたは複数のダウンリンクチャネルのためのスケジューリング情報
を決定することと、スケジューリング情報をＵＥにシグナリングすることとを含む。１つ
または複数のセルはサービングセルのネイバーであり得る。
【０００６】
　[0006]　本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のため
の方法を提供する。本方法は、概して、サービングセルにおいてサービスされる少なくと
も第１のユーザ機器（ＵＥ）と干渉するか、または潜在的に干渉する１つまたは複数のセ
ルにおいて送信される１つまたは複数のダウンリンクチャネルのためのスケジューリング
情報のシグナリングを受信することと、サービングセルまたは１つまたは複数のセルのう
ちの少なくとも１つからの送信による干渉を緩和するために上記情報を使用することとを
含む。１つまたは複数のセルはサービングセルのネイバーを含み得る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図である。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図である。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図である。
【図６】本開示のいくつかの態様による、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢ
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およびユーザ機器の一例を示す図である。
【図７】本開示のいくつかの態様による、アンテナ構成間で切り替えるときにＵＥによっ
て行われる動作７００を示す流れ図である。
【図８】本開示のいくつかの態様による、それのアンテナ構成を切り替えたＵＥと通信す
るときにＢＳによって行われる動作８００を示す流れ図である。
【図９】本開示のいくつかの態様による、ＳＲＳ送信、切替えポイント、切替えポイント
とアンテナ仮説切替えとの間のオフセット、および特定のアンテナ仮説の使用の期間を示
すタイムライン。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　[0016]　添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成
を説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すもので
ない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳
細を含む。しかしながら、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ること
が当業者には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないよう
に、よく知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【０００９】
　[0017]　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提
示する。これらの装置および方法を、（「要素」と総称される）様々なブロック、モジュ
ール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズムなどによって、以下の発明を
実施するための形態において説明し、添付の図面に示す。これらの要素は、ハードウェア
、ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せを使用して実装され得る。その
ような要素がハードウェアとして実装されるのか、ソフトウェアとして実装されるのかは
、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１０】
　[0018]　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１
つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの
例としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわ
たって説明する様々な機能を行うように構成される他の好適なハードウェアがある。処理
システム内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは
、ソフトウェア／ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言
語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラム
コード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソ
フトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブ
ジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈
されたい。
【００１１】
　[0019]　従って、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能が、ハード
ウェア、ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコ
ンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コン
ピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまた
は他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイ
ス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶す
るために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備える
ことができる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コン
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パクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク
（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディス
ク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディ
スク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）はデータをレーザー
で光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【００１２】
　[0020]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
ットワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet S
ystem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ev
olved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber S
erver）１２０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含み
得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続できるが、簡単のために、それらの
エンティティ／インターフェースは図示していない。例示的な他のアクセスネットワーク
は、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）パケットデ
ータネットワーク（ＰＤＮ）、インターネットＰＤＮ、管理ＰＤＮ（例えば、プロビジョ
ニングＰＤＮ）、キャリア固有ＰＤＮ、事業者固有ＰＤＮ、および／またはＧＰＳ　ＰＤ
Ｎを含み得る。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら
容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービス
を提供するネットワークに拡張され得る。
【００１３】
　[0021]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（例えば、バックホ
ール）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、トランシー
バ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、
または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥ
ＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、
スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）
フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マル
チメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例えば、ＭＰ３プ
レーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、ネットブック、スマートブック、または任意
の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、
モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイル
デバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル
加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット
、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適
な用語で呼ばれることもある。
【００１４】
　[0022]　ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。Ｅ
ＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１
１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネット
ワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は
、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して
、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。全てのユーザＩＰパケットはサービング
ゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲー
トウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振り並
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びに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続
される。事業者のＩＰサービス１２２は、例えば、インターネットと、イントラネットと
、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ
：PS Streaming Service）とを含み得る。この方法では、ＵＥ１０２が、ＬＴＥネットワ
ークを通してＰＤＮに結合され得る。
【００１５】
　[0023]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００がいくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８はリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio hea
d）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（例え
ば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅ
ＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２における全てのＵ
Ｅ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネッ
トワーク２００のこの例では集中コントローラがないが、代替構成では集中コントローラ
が使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジ
ューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、全
ての無線関係機能を担当する。
【００１６】
　[0024]　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、
展開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割
複信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division 
duplexing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭ
ＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明
細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の
変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、
これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Da
ta Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ
－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナ
ーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）によっ
て公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブロードバンドインターネット
アクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（
Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用す
るユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）
、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global
 System for Mobile Communications）、並びに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲ
Ａ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登
録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴ
ＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ団体からの文書に記載さ
れている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている
。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシス
テムに課された全体的な設計制約に依存することになる。
【００１７】
　[0025]　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送
信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重
化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。
データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか
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、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。こ
れは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（例えば、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００１８】
　[0026]　空間多重化は、一般的に、チャネル状態が良いときに使用される。チャネル状
態があまり好ましくないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００１９】
　[0027]　以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様がＤＬ上でＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボ
ル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サ
ブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復
元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ガードインターバル（例え
ば、サイクリックプレフィックス）がＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために各ＯＦＤＭ
シンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するため
に、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２０】
　[0028]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレ
ーム（１０ｍｓ）は、０～９のインデックスをもつ等しいサイズの１０個のサブフレーム
に分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つの
タイムスロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソー
スブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素（resource element）に分割
される。ＬＴＥでは、リソースブロックが、周波数領域に１２個の連続するサブキャリア
を含んでおり、各ＯＦＤＭシンボルにおけるノーマルサイクリックプレフィックスについ
て、時間領域に７つの連続するＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含んで
いる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブロックは、時間領域に６つ
の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、
３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。Ｄ
Ｌ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific 
RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－Ｒ
Ｓ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel
）がマッピングされるリソースブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬
送されるビット数は変調方式に依存する。従って、ＵＥが受信するリソースブロックが多
いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２１】
　[0029]　ＬＴＥでは、ｅＮＢが、ｅＮＢにおける各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ
：primary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronizat
ion signal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、それぞれ、ノーマルサ
イクリックプレフィックス（ＣＰ）をもつ各無線フレームのサブフレーム０および５の各
々内のシンボル期間６および５において送られ得る。同期信号はセル検出および収集のた
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めにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１におけるシンボ
ル期間０～３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast C
hannel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２２】
　[0030]　ｅＮＢは、各サブフレームの第１のシンボル期間において物理制御フォーマッ
トインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel
）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシ
ンボル期間を搬送し得、ただし、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サブフレームご
とに変化し得る。Ｍはまた、例えば、リソースブロックが１０個未満である、小さいシス
テム帯域幅では４に等しくなり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル
期間において物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicato
r Channel）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control
 Channel）とを送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid
 automatic repeat request）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、
ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウンリンクチャネルのための制御情報と
を搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間において物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳ
ＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信がスケジュールされたＵＥのためのデータを搬送
し得る。
【００２３】
　[0031]　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚに
おいてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送ら
れる各シンボル期間においてシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣ
Ｈを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰ
ＤＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤ
ＳＣＨを送り得る。ｅＮＢは、全てのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、Ｐ
ＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方法でＰ
ＤＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００２４】
　[0032]　各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リ
ソース要素（ＲＥ）は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし得、
実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シン
ボル期間において基準信号のために使用されない複数のリソース要素は、複数のリソース
要素グループ（ＲＥＧ：resource element group）に配置され得る。各ＲＥＧは１つのシ
ンボル期間において４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０に
おいて、周波数にわたってほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩ
ＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散され
得る、３つのＲＥＧを占有し得る。例えば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、全てシ
ンボル期間０に属し得るか、またはシンボル期間０、１、および２に拡散され得る。ＰＤ
ＣＣＨは、例えば、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択され
得る、９、１８、３６、または７２個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せ
のみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。
【００２５】
　[0033]　ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知
り得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索する組合
せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされた組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは
、ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００２６】
　[0034]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬ
のための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分さ
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れ得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可
能なサイズを有し得る。制御セクション内のリソースブロックは、制御情報の送信のため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクションに含まれない全てのリ
ソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション内の連
続サブキャリアの全てを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含むデ
ータセクションを生じる。
【００２７】
　[0035]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション内のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するため
に、データセクション内のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション内の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）において制御情報を送信し得る。ＵＥは
、データセクション内の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ：physical UL shared channel）においてデータのみまたはデータと制御情報の
両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上で
ホッピングし得る。
【００２８】
　[0036]　初期システムアクセスを行い、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０においてＵＬ同期を達成するために、リソース
ブロックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、
いかなるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリ
アンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数
はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は
、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨ
にはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）においてまたは少数の連続サ
ブフレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰ
ＲＡＣＨ試みのみを行うことができる。
【００２９】
　[0037]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロ
トコルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロ
トコルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤで示され
る。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を実
装する。Ｌ１レイヤは本明細書で物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）
５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間
のリンクを担当する。
【００３０】
　[0038]　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８が、ネットワーク側のｅＮＢにおいて
終端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、
無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコ
ンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブ
レイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１
１８において終端されるネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（例
えば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを
含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３１】
　[0039]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重
化を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための
上位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキ
ュリティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイ
ヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、消
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失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂っ
た受信(out-of-order　reception)を補正するためのデータパケットの並べ替えとを行う
。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を
行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセル内の様々な無線リソース（例えば、リ
ソースブロック）をＵＥの間で割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた
ＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３２】
　[0040]　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャ
が、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能のないことを除いて、物理レイヤ５０６および
Ｌ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レ
イヤ）内に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１
６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間の
ＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００３３】
　[0041]　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１
０のブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コン
トローラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイ
ヤの機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５が、様々な優先度メト
リックに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ
替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線
リソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、消
失パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３４】
　[0042]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めの様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正
（ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（例えば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで、
並列ストリームに分割される。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルスト
リームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングさ
れ、時間領域および／または周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）と多重
化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使
用して互いに合成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するため
に空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コ
ーディングおよび変調方式を決定するために、並びに空間処理のために使用され得る。チ
ャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フ
ィードバックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸ
を介して異なるアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のために該当
の空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３５】
　[0043]　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、その該当のアンテナ６５２を通
して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し
、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６はＬ１レイヤ
の様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた任
意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を行う。複数の空間ストリ
ームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一のＯＦ
ＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高速フーリ
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エ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変
換する。周波数領域信号はＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルス
トリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ６１０によっ
て送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定することによっ
て復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算される
チャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によっ
て最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デインターリーブさ
れる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９に与えられる
。
【００３６】
　[0044]　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。
メモリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセッ
サ６５９が、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、
ヘッダの復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの
上の全てのプロトコルレイヤを表す、データシンク６６２に与えられる。また、様々な制
御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッ
サ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または
否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３７】
　[0045]　ＵＬでは、データソース６６７が、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レ
イヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７はＬ２層の上の全てのプロ
トコル層を表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、コントロ
ーラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションお
よび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネルとトラン
スポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制御プレ
ーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ
動作、消失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する。
【００３８】
　[0046]　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャ
ネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調
方式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６
８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、
別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のために該当の空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３９】
　[0047]　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方
法でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、その該当のアンテナ６２
０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を
復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実
装し得る。
【００４０】
　[0048]　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ
得る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プ
ロセッサ６７５が、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、
ヘッダの復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レ
イヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はま
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た、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用
する誤り検出を担当する。
【００４１】
　[0049]　コントローラ／プロセッサ６７５、６５９は、それぞれ、ｅＮＢ６１０におけ
る動作およびＵＥ６５０における動作を命じ得る。ＵＥ６５０におけるコントローラ／プ
ロセッサ６５９並びに／あるいは他のプロセッサおよびモジュールは、動作、例えば、図
８の動作８００、および／または、例えば、本明細書で説明する技法のための他のプロセ
スを行ったり命じたりし得る。ＵＥ６１０におけるコントローラ／プロセッサ６７５並び
に／あるいは他のプロセッサおよびモジュールは、動作、例えば、図７の動作７００、お
よび／または、例えば、本明細書で説明する技法のための他のプロセスを行ったり命じた
りし得る。態様では、図６に示された構成要素のいずれかのうちの１つまたは複数が、例
示的な動作７００、８００および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセス
を行うために採用され得る。メモリ６７６および６６０は、それぞれ基地局６１０および
ＵＥ６５０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。
ＬＴＥにおける適応アンテナ管理
　[0050]　本開示のいくつかの態様によれば、異なるワイヤレスプロトコル、例えば、Ｌ
ＴＥおよびＷｉＦｉ（登録商標）はデバイスにおいて同じ物理アンテナのサブセットを共
有し得る。アンテナは同時に複数のプロトコルのために使用されないが、代わりに、デバ
イスは時間とともにプロトコル間でアンテナを切り替える。物理アンテナの切替えは比較
的速い時間スケール上で、例えば、１０～１００ｍｓで行われ得る。これはＬＴＥにおけ
る一般的なＲＲＣ再構成期間よりも速い。デバイスは、サブフレーム単位スケール上でア
ンテナを切り替え得るが、通常、それは約１０～１００ｍｓ（すなわち、ＬＴＥでは１０
～１００個のサブフレーム）ごとに１回アンテナを切り替える。いくつかのプロトコル、
例えば、ＷｉＦｉの分散媒体アクセス制御は、そのような比較的速い切替え時間を誘導す
る。プロトコル間の物理アンテナの切替えは適応アンテナ管理と呼ばれる。
【００４２】
　[0051]　異なるプロトコルが同時にデバイス上でアクティブであり得る。これは、１つ
のプロトコルのためにあるアンテナを使用すると同時に別のプロトコルのために他のアン
テナを使用するデバイスによって可能である。例えば、４つの物理アンテナをもつＵＥは
以下の構成間で切り替え得る。
【００４３】
【表１】

【００４４】
　[0052]　適応アンテナ管理はダウンリンク通信とアップリンク通信の両方に影響を及ぼ
す。適応アンテナ管理を行うＵＥからのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックが、
異なる構成またはモード間で切り替えることに関与するシステムトレードオフのインジケ
ーション(indication)をネットワークに与えることが望ましい。
【００４５】
　[0053]　ＬＴＥにおけるＣＳＩフィードバックは、公開されている「Evolved Universa
l Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical layer procedures」と題する３ＧＰＰ
　ＴＳ３６．２１３に記載されている。ＬＴＥにおけるＣＳＩフィードバックは以下の情
報を備える。
【００４６】
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【表２】

【００４７】
注：ＲＩ／ＰＭＩフィードバックが（例えば、ＴＤＤにおいて）構成されない場合、ＣＱ
Ｉのみが報告される。
【００４８】
　[0054]　ＬＴＥは、周期的ＣＳＩフィードバックと非周期的ＣＳＩフィードバックとの
２つのタイプのＣＳＩフィードバックをサポートする。非周期フィードバックは、要求ご
とに行われ、ＰＤＣＣＨ上の許可を通してネットワークによってトリガされる。非周期フ
ィードバックの報告はＰＵＳＣＨを使用し、周期フィードバックはＰＵＣＣＨを使用して
報告され得る。従って、非周期フィードバックの報告は、ＰＵＳＣＨがＰＵＣＣＨよりも
大きいペイロードを搬送し得るので、より高いペイロード送信をサポートし得る。異なる
性能／オーバーヘッドトレードオフをターゲットにする様々な報告モードが定義されてい
る。
【００４９】
　[0055]　周期フィードバックは、定期的にスケジュールされた間隔で行われる。様々な
報告モードが仕様において定義されている（例えば、ＰＵＣＣＨ１－１、ＰＵＣＣＨ２－
１など）。周期フィードバックは、半静的に構成された特定のタイムラインに続く（例え
ば、周期フィードバックはＲＲＣシグナリングによって構成され得る）。周期フィードバ
ック報告のペイロードはＰＵＣＣＨ上で搬送されるように意図されているので、周期フィ
ードバック報告は非周期フィードバック報告と比較して限られたペイロードを有する。
【００５０】
　[0056]　特定の報告モードに応じて、ＰＭＩおよび／またはＣＱＩは広帯域またはサブ
バンドベースで報告され得る。サブバンドベースで報告される場合、ＵＥによって報告さ
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れるＣＱＩは、対応するサブバンドのみの上でチャネル状態を反映すべきである。
【００５１】
　[0057]　ネットワークとＵＥの両方は、チャネルフィードバックと復調仮定とを整合(a
lign)させるために、切替え（すなわち、適応アンテナ管理下でのアンテナの切替え）が
いつ行われ得るかを知っていなければならない。ダウンリンク送信のために、ネットワー
クとＵＥは両方とも、ＣＳＩ報告仮定を整合させ、正しいＰＤＳＣＨ復調を可能にするた
めに使用されている物理アンテナの数に気づいていなければならない。アップリンク送信
のために、ネットワークとＵＥは両方とも、ＳＲＳ送信をＰＵＳＣＨスケジューリングと
整合させるために使用されている物理アンテナの数に気づいていなければならない。
【００５２】
　[0058]　本開示のいくつかの態様によれば、適応アンテナ管理を行いながらＵＬ動作を
維持するために、デバイスは、ワイヤレスプロトコルのために使用される物理アンテナが
時間とともに変化するとき、アンテナポート仮想化と電力制御とを管理するためのステッ
プを取り得る。例えば、デバイスは、適応アンテナ管理の下でアンテナを切り替えるとき
、ＬＴＥのためにもはや使用されないアンテナから、ＬＴＥのためにまだ使用されるアン
テナに、アンテナポートを再マッピングし得る。
【００５３】
　[0059]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスは、アンテナ構成が変化させられ
得るとき、別個のアンテナ仮説の下でコンカレントサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送
信を管理し得る。例えば、デバイスは、各アンテナ構成を使用して送信されるＳＲＳの異
なるセットに基づいてチャネル状態を追跡し得る。
【００５４】
　[0060]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスおよびネットワークは、複数のア
ンテナ仮説下でのＣＳＩ報告と、「現在の」アンテナ仮説のみを使用するＣＳＩ報告の両
方をサポートし得る。例えば、ネットワークは、デバイスによって使用される各アンテナ
構成のための別個のＣＳＩ情報を維持し得、デバイスは、非周期ＣＳＩ報告を送信すると
き、複数のアンテナ仮説の下でＣＳＩを報告し得、デバイスの周期ＣＳＩ報告は、周期報
告が送信されるとき、使用中のアンテナ仮説のためのＣＳＩのみを含む。
【００５５】
　[0061]　本開示のいくつかの態様によれば、プロトコルによって使用される物理アンテ
ナの数はそのプロトコルによる通信にとって利用可能なランクに直接影響を及ぼすので、
デバイスおよびネットワークは適切なＲＩビット幅を決定しなければならない。例えば、
４つのアンテナを装備したデバイスは、最高ランク４の通信をサポートすることができ、
デバイスがサポートし得る最高４つの異なるランク（すなわち、ランク１、２、３、およ
び４）を報告するために２ビットを必要とするが、２つのアンテナを装備したデバイスは
、最高ランク２の通信をサポートすることができ、デバイスがサポートできる２つの異な
るランクを報告するために１ビットのみを必要とする。
【００５６】
　[0062]　本開示のいくつかの態様によれば、切替えポイントの周期性、および／または
切替えポイントとアンテナ仮説の実際の切替えとの間のオフセット（すなわち、タイミン
グオフセット）が明示的に定義される。例えば、切替えポイントの周期性およびオフセッ
トは、通信規格によって明示的に定義されるか、またはサービングセルからのＲＲＣシグ
ナリングによって全ての被サービスＵＥのために構成され得る。
【００５７】
　[0063]　本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥは、ＵＥが使用しているかまたは使用
していることになる選択されたアンテナ仮説のインジケーション(indication)をネットワ
ークにシグナリングし得る。例えば、ＵＥは、それの選択されたアンテナ仮説をＰＵＣＣ
Ｈにおける１つまたは複数のビットでシグナリングし得る。
【００５８】
　[0064]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、どのアンテナ仮説を使用
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すべきかを決定し、ＵＥにシグナリングし得る。例えば、ネットワーク（例えば、サービ
ングセル）は、２つのアンテナを使用するようにＵＥに命令する制御シグナリングを（例
えば、ＰＤＣＣＨを介して）ＵＥに送信し得る。
【００５９】
　[0065]　本開示のいくつかの態様によれば、ＤＬ動作のためのアンテナ仮説は、ＵＬ動
作のためのアンテナ仮説を切り替えることの決定に続くように切り替えられるか、または
その逆も同様である。例えば、ＵＥは、デバイスがＵＬ動作のために２つのアンテナに切
り替えていることをＰＵＣＣＨにおいてシグナリングし得、ＵＥのサービングセルは、次
いで、２アンテナ仮説に基づいてＵＥに送信（すなわち、ＤＬ動作）し得る。
【００６０】
　[0066]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスのＤＬアンテナおよびＵＬアンテ
ナが別個である場合、それぞれＤＬ動作およびＵＬ動作のために異なるアンテナ仮説がサ
ポートされ得る。例えば、デバイスは、ＵＬ動作のために２つのアンテナを有し、ＤＬ動
作のために４つのアンテナを有し得、デバイスおよびネットワークは、２アンテナ仮説を
使用してＵＬ動作を行い、４アンテナ仮説を使用してＤＬ動作を行い得る。
【００６１】
　[0067]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスは、複数のアンテナ仮説に関する
ＣＳＩフィードバックを供給する。例えば、デバイスは、２アンテナ仮説に基づいて選択
されたＰＭＩおよびＣＱＩと、４アンテナ仮説に基づいて選択された別のＰＭＩおよびＣ
ＱＩとを含む非周期ＣＳＩ報告を送り得、ネットワークは、ＰＭＩのセットとＣＱＩのセ
ットの両方を受信し、使用し得る。これは、特に、システム－トレードオフが必要とされ
るとき、ネットワークが、どのアンテナ仮説を使用すべきかに影響を及ぼすか、またはど
のアンテナ仮説を使用すべきかを決定すべき場合に有用であり得、例えば、場合によって
はキャリアアグリゲーション（ＣＡ）のために利用され得るアンテナが使用され得る場合
、ネットワークは、どのアンテナ仮説がネットワークスループットなどを最大にするかを
決定できる。
【００６２】
　[0068]　本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥにおけるダウンリンク送信のためのア
ンテナ仮説は、ＵＥからの最近のＣＳＩ報告に基づいてネットワークによって推論され得
る。例えば、４つのアンテナをもつＵＥが、２アンテナ仮説に基づいて周期ＣＳＩ報告を
送る場合、ＵＥのサービングセル（すなわち、ネットワーク）は、２アンテナ仮説がＵＥ
へのＤＬ送信のために使用されるべきであると推論する。ネットワークにアンテナ仮説を
推論させることにより、ＣＳＩフィードバックがＵＥ復調仮定にリンクされ得る。
【００６３】
　[0069]　本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥ復調のためのアンテナ仮説は直近のＣ
ＳＩ報告と整合される。例えば、サービングセルは、直近のＣＳＩ報告から推論されたア
ンテナ仮説に一致するために、その報告が周期であるのか非周期であるのかにかかわらず
、ＵＥ復調のためのアンテナ仮説を切り替え得る。
【００６４】
　[0070]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、周期ＣＳＩフィードバッ
クのみから、ＵＥにおいてＤＬ送信のために使用されるアンテナ仮説を推論し得る。例え
ば、サービングセルは、非周期ＣＳＩ報告を受信したときＵＥ復調のためにアンテナ仮説
を切り替えないが、直近の周期ＣＳＩ報告から推論されたアンテナ仮説に一致するために
ＵＥ復調のためのアンテナ仮説を切り替え得る。
【００６５】
　[0071]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、非周期ＣＳＩフィードバ
ックのみから、ＵＥにおいてＤＬ送信のために使用されるアンテナ仮説を推論し得る。例
えば、サービングセルは、周期ＣＳＩ報告に応答してＵＥ復調のためにアンテナ仮説を切
り替えないが、直近の非周期ＣＳＩ報告から推論されたアンテナ仮説に一致するためにＵ
Ｅ復調のためのアンテナ仮説を切り替え得る。
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【００６６】
　[0072]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、周期ＣＳＩフィードバッ
クと非周期ＣＳＩフィードバックの両方から、ＵＥにおいてＤＬ送信のために使用される
アンテナ仮説を推論し得る。例えば、サービングセルは、最近のＣＳＩ報告のセットから
推論された最も一般的に行われるアンテナ仮説に基づいて、ＵＥ復調のためのアンテナ仮
説を切り替え得る。
【００６７】
　[0073]　本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥは、ＣＳＩ報告が行われるサブフレー
ムにおいてのみＤＬ復調のためのアンテナ仮説を変更し得る、すなわち、アンテナ仮説変
化はＣＳＩ報告に一致し得る。例えば、ＵＥは、ＵＥがいくつかのアンテナをＬＴＥをサ
ポートすることからＷｉＦｉをサポートすることに切り替えるべきであると決定し、次い
で、アンテナを切り替える前にＣＳＩをＵＥが報告するサブフレームまで待ち得る。
【００６８】
　[0074]　本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥは、ＣＳＩ報告が行われるサブフレー
ムのときに関係する時間に（例えば、予め定義された数のサブフレーム後に）のみ、ＤＬ
復調ためのアンテナ仮説を変更し得る、すなわち、アンテナ仮説変化のタイミングはＣＳ
Ｉ報告タイミングに関係し得る。予め定義された数のサブフレームは、処理遅延を考慮す
るためのオフセットであり得る。例えば、ＵＥは、ＤＬ動作のためのアンテナを切り替え
る前に３つのサブフレームを待っている間に、ＣＳＩを報告し、ＵＬ動作のためのアンテ
ナを直ちに変更し（すなわち、ＬＴＥ　ＵＬのためにより少数のアンテナを使用すること
を開始し、ＷｉＦｉ　ＵＬのためにより多くのアンテナを使用することを開始し）得る。
【００６９】
　[0075]　ＤＬ復調のためのアンテナ仮説の変化が周期ＣＳＩ報告にリンクされる本開示
のいくつかの態様によれば、アンテナ仮説は、ＣＳＩの特定の部分（例えばＲＩ、ＰＭＩ
、またはＣＱＩ）が報告されるときにのみサブフレームにおいて変化し得る。例えば、Ｄ
Ｌアンテナ仮説は、ＲＩが報告されるサブフレームにおいてのみ変化し得る。
【００７０】
　[0076]　本開示のいくつかの態様によれば、アップリンク送信のための切替えポイント
は、ＵＥがＳＲＳを送信するときにのみ生じ、すなわち、ＵＬアンテナ仮説変化はＳＲＳ
送信に一致し得、さもなければ、アップリンク送信アンテナ構成の変化は可能にされない
。例えば、ＵＥは、ＵＬ動作のためのアンテナの数が変更されるべきであると決定するが
、切替えを行う前にＳＲＳをＵＥが送信するサブフレームまで待ち得る。本開示のいくつ
かの態様によれば、ＳＲＳ送信とＰＵＳＣＨ復調との間のリンケージが定義され、維持さ
れる。例えば、切替えポイント（すなわち、切り替える決定が行われ得る時間）は、ＵＥ
がＳＲＳを送信する各サブフレームにおいて生じ得、ＵＥおよびネットワークは、設定さ
れた数のサブフレーム後にＳＲＳ送信に基づいてＵＬアンテナ仮説（およびＰＵＳＣＨ復
調）を変更し得る。
【００７１】
　[0077]　図７は、本開示のいくつかの態様による、アンテナ構成間で切り替えるときに
ＵＥによって行われ得る例示的な動作７００を示す。
【００７２】
　[0078]　動作７００は、７０２において、ＵＥがＵＬ通信またはＤＬ通信のうちの少な
くとも１つのための異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定する
ことによって開始し得る。７０４において、ＵＥは、決定に基づいて、ＣＳＩフィードバ
ックまたはＵＬ基準信号のうちの少なくとも１つを送信するためのパラメータ（例えば、
使用すべき物理アンテナの数）を調整する。
【００７３】
　[0079]　図８は、本開示のいくつかの態様による、それのアンテナ構成を切り替えたＵ
Ｅと通信するときにＢＳによって行われる例示的な動作８００を示す。動作８００は、Ｕ
Ｅ側動作７００を補足するＢＳ側動作と見なされ得る。
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【００７４】
　[0080]　動作８００は、８０２において、ＵＥがＵＬ通信またはＤＬ通信のうちの少な
くとも１つのための異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定する
ことによって開始し得る。８０４において、ＢＳは、決定に基づいてＣＳＩフィードバッ
クまたはＵＬ基準信号のうちの少なくとも１つを処理するためのパラメータ（例えば、送
信ＵＥのためのアンテナ仮定）を調整する。
【００７５】
　[0081]　図９は、ＳＲＳ送信９０２、切替えポイント９０４、切替えポイントとアンテ
ナ仮説切替えとの間のオフセット９０６、および特定のアンテナ仮説の使用の期間９０８
を示すタイムライン９００を示す。本開示のいくつかの態様によれば、図示のように、Ｓ
ＲＳはＮ個のサブフレーム期間で送信される。各ＳＲＳ送信は切替えポイントを定義する
。各ＳＲＳが送信された後、処理遅延を可能にするために、Ｌ個のサブフレームの追加の
オフセットが使用される。Ｌ個のサブフレームのオフセットの満了後、デバイスはアンテ
ナ仮説を切り替え得る。図９に示されているように、デバイスは、送信される各ＳＲＳの
ために１回アンテナ仮説を切り替え得る（しかし、切り替える必要はない）。
【００７６】
　[0082]　本開示のいくつかの態様によれば、ＰＵＳＣＨ復調と周期ＳＲＳおよび非周期
ＳＲＳの両方との間でリンケージが定義され得る。例えば、切替えポイントは、周期であ
るのか非周期であるのかにかかわらず、各ＳＲＳ送信とともに生じ得、ＰＵＳＣＨ復調は
、各ＳＲＳ送信に関連するアンテナ仮説に基づいて変化し得る。ＳＲＳ送信とＰＵＳＣＨ
復調との間で定義されたリンケージにより、ネットワークにおけるＰＵＳＣＨスケジュー
リングおよびプリコーダ選択は、Ｌ個のサブフレームの追加のオフセットを受ける、最新
のＳＲＳ送信のアンテナ仮説に一致し得る。最新のＳＲＳとのＰＵＳＣＨのリンケージは
アンテナ仮説の明示的シグナリングを回避し得る。このリンケージは、ＰＵＳＣＨ／ＳＲ
Ｓが整合させられることを保証するネットワークトランスペアレント手法(network trans
parent way)である。
【００７７】
　[0083]　本開示のいくつかの態様によれば、ＰＵＳＣＨ復調と周期ＳＲＳのみとの間で
リンクが定義され得る。例えば、ＵＥは、直近の周期ＳＲＳを送信する際に使用されたい
くつかのアンテナを使用してＰＵＳＣＨを送信し得、ネットワークは、直近の周期ＳＲＳ
を送信する際にＵＥによって使用されたアンテナの数と同じアンテナの数であるアンテナ
仮定に基づいてＰＵＳＣＨを復号し得る。
【００７８】
　[0084]　本開示のいくつかの態様によれば、ＰＵＳＣＨ復調と非周期ＳＲＳのみとの間
でリンクが定義され得る。例えば、ＵＥは、直近の非周期ＳＲＳを送信する際に使用され
たいくつかのアンテナを使用してＰＵＳＣＨを送信し得、ネットワークは、直近の非周期
ＳＲＳを送信する際にＵＥによって使用されたアンテナの数と同じアンテナの数であるア
ンテナ仮定に基づいてＰＵＳＣＨを復号し得る。
【００７９】
　[0085]　本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥは、１つまたは複数のアンテナ仮説の
うちのいずれがＰＵＳＣＨスケジューリングのためにアクティブと仮定されるべきである
かを示す。例えば、ＵＥは、周期ＳＲＳに関連するアンテナ仮説が仮定されるべきであり
、非周期ＳＲＳに関連する仮説が仮定されるべきでないことをＰＵＣＣＨにおいて示し得
る。
【００８０】
　[0086]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、１つまたは複数のアンテ
ナ仮説のうちのいずれがＰＵＳＣＨスケジューリングのためにアクティブと仮定されるべ
きであるかをシグナリングする。例えば、ネットワークは、周期ＳＲＳに関連するアンテ
ナ仮説が仮定されるべきであり、非周期ＳＲＳに関連する仮説が仮定されるべきでないこ
とを、ＵＥに送信されたＰＤＣＣＨにおいて示し得る。
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【００８１】
　[0087]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスのアンテナポート（ＡＰ）構成は
、最も大きいサポートされたアンテナ仮説に基づき得、例えば、４つのＴＸアンテナおよ
び２つのＴＸアンテナがデバイスによってサポートされる場合、デバイスは４つのアップ
リンクアンテナポートを構成する。
【００８２】
　[0088]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスは、最大数よりも少ない数の物理
アンテナが使用されるときに使用すべきアンテナポート仮想化（すなわち、構成）を予め
定義している。デバイスは、信号を基地局に送信するための複数の予め定義された仮想化
のうちの１つを選択し得る。例えば、アンテナポート仮想化は、仕様において定義され、
デバイスの不揮発性メモリに記憶され得る。
【００８３】
　[0089]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスは以下の例示的なアンテナポート
仮想化を使用し得る。最大４つのＴＸアンテナがサポートされるとき、２ＴＸアンテナ仮
説は以下のように仮想化されることになる。
【００８４】
【表３】

【００８５】
　[0090]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスは、２つのアンテナポートを使用
するのを控え得る（すなわち、送信はそれらのアンテナポートを使用しない）。デバイス
は以下の例示的な仮想化を使用し得る。
【００８６】
【表４】

【００８７】
　[0091]　本開示のいくつかの態様によれば、アンテナ仮想化は様々な数のアンテナポー
トに対して同様に行われ得る。例えば、最大２つのＴＸアンテナをもつデバイスが１つの
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ＴＸアンテナに切り替える場合。
【００８８】
【表５】

【００８９】
　[0092]　予め定義されたアンテナ仮想化は、いくつかの態様では、それが、どのアンテ
ナ仮説が使用されるかを、例えば、ＳＲＳに基づいてネットワークが検出することを可能
にするので有益であり得る。例えば、ネットワークが、ＳＲＳを受信し、ＡＰ４０および
４１がそれぞれＡＰ４２および４３と高度に相関すると決定したとき、ネットワークは、
２ＴＸアンテナ仮説が使用されたと推論し得る。本開示のいくつかの態様によれば、ネッ
トワークはまた、そのデバイスとの通信のために使用され得る最大ランクを推論し得る。
例えば、ネットワークが、ＵＥからＳＲＳを受信し、ＡＰ４０および４１がそれぞれＡＰ
４２および４３と高度に相関すると決定したとき、ネットワークは、ＵＥが最大ランク２
の通信をサポートできると推論し得る。
【００９０】
　[0093]　対照的に、上述のＡＰ組合せが高度に相関しない場合、ネットワークは、４Ｔ
Ｘアンテナ事例が適用されると推論し得る。
【００９１】
　[0094]　本開示のいくつかの態様によれば、アンテナ仮想化は、同じアンテナ仮説に関
連するＳＲＳ送信とＰＵＳＣＨ送信との間でそのまま維持される。例えば、デバイスは、
第１の物理アンテナにマッピングされたアンテナポート４０および４２と、第２の物理ア
ンテナにマッピングされたアンテナポート４１および４３とをもつ２つのアンテナを使用
してＳＲＳを送信し、２つのアンテナを使用して送信されるＰＵＳＣＨのために同じマッ
ピングを使用し得る（およびネットワークは、同じ仮説を使用して信号を復号する）。
【００９２】
　[0095]　本開示のいくつかの態様によれば、電力レベルは、同じ物理アンテナにマッピ
ングされたアンテナポートについて低減され得る。例えば、ＡＰ４０／４２および４１／
４３のための電力レベルは、２つのＡＰが同じ物理アンテナにマッピングされた場合、低
減され得る。
【００９３】
　[0096]　本開示のいくつかの態様によれば、アップリンクＭＩＭＯ送信ランクは、ＳＲ
ＳとＰＵＳＣＨとの間のリンケージをサポートすることによって暗黙的に適応させられる
。最大数よりも少ない数のＡＰが使用される場合、ネットワークはアンテナのサブセット
の間の高相関の結果としてランク欠如を検出する。例えば、ネットワークが、アンテナポ
ート間の高相関を検出し、低減された数のアンテナを使用してＵＥが送信したと推論した
場合、ネットワークは、ＵＥからの送信を復号する際に使用されるＭＩＭＯランクを低減
し得る。
【００９４】
　[0097]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、デバイスによって使用中
の対応するアンテナ仮説に関連する物理アンテナの数を超える送信ランクをスケジュール
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しない。例えば、ネットワークが、ＵＥが２つの物理アンテナを使用していると推論した
場合、ネットワークはＵＥとの間でランク２またはランク１の送信のみをスケジュールす
る。
【００９５】
　[0098]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークが、それにもかかわらず、デ
バイスによって使用中の対応するアンテナ仮説に関連する物理アンテナの数を超える送信
ランクをシグナリングする場合、ＵＥは、それにもかかわらず、ｅＮＢ（すなわち、ネッ
トワーク）シグナリングに従い、アンテナ仮想化方式に一致したままであり得る。例えば
、ＵＥが、２つの物理アンテナのみを使用しており、ネットワークによるランク４のＵＬ
送信のためにスケジュールされた場合、ＵＥは、割り当てられた時間周波数リソースと、
４つのアンテナポートおよび２つの物理アンテナのために定義されたアンテナポート仮想
化方式とを使用するランク２のＵＬ送信を使用して送信し得る。
【００９６】
　[0099]　本開示のいくつかの態様によれば、複数のアンテナ仮説下でのｅＮＢにおける
コンカレントＣＳＩ推定を可能にするために、複数のＳＲＳ構成が定義され得る。これは
、ネットワークが、アンテナ切替えを決定するのを助け、ＵＬ性能が少なくとも部分的に
この選択を決定する場合、有益であり得る。例えば、２アンテナＳＲＳ構成および４ＳＲ
Ｓアンテナ構成が定義され得、ＵＥは、両方の構成を使用してＳＲＳを送信し、ｅＮＢが
両方の仮説のためのＣＳＩを決定することが可能になり得る。
【００９７】
　[0100]　ＤＬ復調のためのアンテナ仮説の変化が非周期ＣＳＩ報告のみにリンクされる
本開示のいくつかの態様によれば、周期ＣＳＩ報告は慎重なアンテナ仮説（例えば、最小
数のＲＸアンテナを必要とする仮説）の下で行われ得る。慎重なアンテナ仮説の下で周期
報告を行うことは、ＣＳＩが、常に、ＵＥをスケジュールするために利用可能であること
を保証する。例えば、ＵＥは４つのアンテナを有し得、２つが常にＬＴＥのために使用さ
れ、２つがＬＴＥとＷｉＦｉとの間で切り替えることを可能にされる。この例では、ＵＥ
が常に２アンテナ仮説を用いて周期ＣＳＩ報告を行い、従って、ネットワークがＵＥへの
ＤＬ送信をスケジュールする場合、ネットワークは、２アンテナ仮説に基づいてそれをス
ケジュールし、ＵＥは、常に、ＤＬ送信を受信するために（ＵＥは、常に、ＬＴＥ送信を
受信するために２つのアンテナを使用するので）利用可能な２つのアンテナを有する。
【００９８】
　[0101]　本開示のいくつかの態様によれば、非周期ＣＳＩ報告は、ＵＥにおいて現在ア
クティブなアンテナ仮説を反映し得る（例えば、２つのＲＸアンテナ対４つのＲＸアンテ
ナの切替え）。これらの態様では、ネットワークが非周期ＣＳＩ報告を受信したとき、ネ
ットワークが現在のアンテナ仮説を暗黙的に通知される。
【００９９】
　[0102]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、より最近の非周期ＣＳＩ
報告が別様に示すまでアンテナ仮説が有効なままであると仮定し得る。
【０１００】
　[0103]　本開示のいくつかの態様によれば、ネットワークは、一定数のサブフレームが
過ぎる（例えば、ネットワークが長時間別の非周期ＣＳＩ報告をトリガしない場合に備え
て予め定義された満了）までアンテナ仮説が有効なままであると仮定し得る。例えば、Ｕ
Ｅは、４アンテナ仮説に基づいて非周期ＣＳＩ報告を送信し得、ネットワークは、最高１
０個のサブフレームの間４アンテナ仮説に基づいてＵＥに送信し得るが、１０個のサブフ
レームの後のネットワークからＵＥへの送信は、２アンテナ仮説に基づいて送信される。
【０１０１】
　[0104]　本開示のいくつかの態様によれば、複数のアンテナ仮説下でのＣＳＩフィード
バックがサポートされ得る。例えば、ＵＥは、２アンテナ仮説に基づいて選択されたＰＭ
ＩおよびＣＱＩと、４アンテナ仮説に基づいて選択された別のＰＭＩおよびＣＱＩとを含
む非周期ＣＳＩ報告を送り得る。これは、ネットワークがアンテナ仮説の選択に影響を及
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ぼすかまたはその選択を決定する場合に有益であり得る。
【０１０２】
　[0105]　本開示のいくつかの態様によれば、１つまたは複数のアンテナ仮説のうちのい
ずれがＣＳＩを導出する際に仮定されたかを示すインジケータが、既存のＣＳＩフィード
バックペイロードに追加され得る。例えば、ビットがＣＳＩフィードバックペイロード内
に含まれ得、ここにおいて、ＣＳＩがそれぞれアンテナの最小数または最大数に基づく場
合、ビットは０または１に設定される。ＣＳＩを導出する際に使用されたアンテナ仮説を
ネットワークに通知するためのインジケータを含むことにより、ネットワークは各アンテ
ナ仮説のために別々に平均化を行うことが可能になり得る。
【０１０３】
　[0106]　本開示のいくつかの態様によれば、複数のアンテナ仮説のフィードバックが同
じＣＳＩ報告に組み合わせられ得る。これは、現在アクティブなアンテナ仮説と、より少
ない数のアンテナを利用する他の仮説とに対してのみ実現可能であり得る。例えば、ＵＥ
が現在４つのＲＸアンテナを使用する場合、ＵＥは４アンテナベースの報告と２アンテナ
ベースの報告の両方を生成し得る。逆に、ＵＥが現在２つのＲＸアンテナのみをサポート
する場合、それは、例えば、他のアンテナの利用可能性の欠如により、２アンテナベース
の報告のみを与え得る。
【０１０４】
　[0107]　本開示のいくつかの態様によれば、アンテナ切替えを行わないデバイスでは、
ＣＳＩ報告のＲＩビット幅が、ｅＮＢアンテナ構成とＵＥ受信アンテナの数の両方に依存
する最大サポート可能ランクに基づいて決定される。
【０１０５】
　[0108]　本開示のいくつかの態様によれば、アンテナ切替えを行うデバイスのためのＣ
ＳＩ報告のＲＩビット幅は、サポートされたアンテナ仮説にわたるレイヤの最大サポート
可能数に基づいて定義される。例えば、デバイスが、４つのアンテナを有するが、ＬＴＥ
のために２つのアンテナのみを使用している場合、２つのアンテナは２つのレイヤのみを
サポートできるので、ＲＩビット幅は２つのレイヤに基づく（すなわち、１ビットのみが
必要とされる）。
【０１０６】
　[0109]　本開示のいくつかの態様によれば、ＲＩビット幅は周期フィードバックおよび
非周期フィードバックのために別々に決定される。例えば、４つのアンテナをもつＵＥが
４アンテナ仮説に基づいて非周期ＣＳＩ報告を行う場合、ＲＩビット幅は、４アンテナ仮
説によってサポートされる４つのレイヤに基づいて、２ビットであり得る。２アンテナ仮
説に基づいて周期ＣＳＩ報告を行う同じＵＥは、周期ＣＳＩ報告において１ピットのＲＩ
ビット幅を使用することになる。
【０１０７】
　[0110]　本開示のいくつかの態様によれば、ＣＳＩフィードバックおよびＵＥ能力イン
ジケーション(indication)のために、最小数の利用可能なアンテナが使用され得る。例え
ば、ＬＴＥのために少なくとも２つのアンテナを常に使用する４つのアンテナをもつＵＥ
は、ＵＥのＣＳＩ報告の全てを２アンテナ仮説に基づかせ得る。最小数の利用可能なアン
テナをＣＳＩフィードバックおよびＵＥ能力インジケーションのために使用することは、
複数のアンテナがＵＥにおいて利用可能であることをネットワークに対して完全に透過的
にし得る。復調については、優れた復号性能を達成するために追加のアンテナが使用され
得る。ネットワークによるリンク適応はＣＳＩフィードバックに基づくので、これらの態
様では、リンク適応利得、またはＵＥアンテナの最小数に関連するランクよりも高いラン
クに対するサポートがない。これは、ネットワークに対して完全に透過的であるという利
益を有し得、ネットワークは、いくつのＵＥアンテナが現在利用可能であるかをＰＤＳＣ
Ｈ送信のために知る必要がない。
【０１０８】
　[0111]　本開示のいくつかの態様によれば、デバイスは、ＣＳＩフィードバックおよび
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ＰＢＣＨ復号、データ干渉消去（ＩＣ）のためのブラインド検出、ＰＢＣＨ、ＳＩＢ１な
どの近隣セルの情報を収集することのためのアンテナ信号のサブセットを使用し得る。
【０１０９】
　[0112]　開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップ
の特定の順序または階層は並べ替えられ得ることを理解されたい。さらに、いくつかのス
テップは組み合わされるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップ
の要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定さ
れるものでない。
【０１１０】
　[0113]　本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、ま
たはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－
ｂ－ｃを包含するものとする。
【０１１１】
　[0114]　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明ら
かであり、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用され得る。従って、特許請求の
範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものでなく、特許請求の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものでなく、「１つまたは複数の」を意味するもの
である。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は１つまたは複数のを
指す。当業者に知られている、または後で知られることになる、本開示全体にわたって説
明した様々な態様の要素の全ての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明
確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものとする。さらに、本明細書で開
示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかど
うかにかかわらず、公に供するものでない。いかなるクレーム要素も、その要素が「ため
の手段」という句を使用して明示的に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクシ
ョンとして解釈されるべきでない。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月12日(2017.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＵＥがアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１つのための
異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを、前記ＵＥが決定することと
、ここにおいて、前記決定することは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックを送
信することまたはアップリンク基準信号を送信することのうちの少なくとも１つの各送信
タイミングに基づいて前記切替えポイントを導出することを備える、
　前記ＵＥが、前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはア
ップリンク基準信号のうちの少なくとも１つを送信するためのパラメータを調整すること
と
を備える、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
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　[0114]　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明ら
かであり、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用され得る。従って、特許請求の
範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものでなく、特許請求の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものでなく、「１つまたは複数の」を意味するもの
である。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は１つまたは複数のを
指す。当業者に知られている、または後で知られることになる、本開示全体にわたって説
明した様々な態様の要素の全ての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明
確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものとする。さらに、本明細書で開
示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかど
うかにかかわらず、公に供するものでない。いかなるクレーム要素も、その要素が「ため
の手段」という句を使用して明示的に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクシ
ョンとして解釈されるべきでない。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＵＥがアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１つのための
異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、
　前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基
準信号のうちの少なくとも１つを送信するためのパラメータを調整することと
を備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記切替えポイントを決定することは、
　前記ＣＳＩフィードバックを送信することまたはアップリンク基準信号を送信すること
のうちの少なくとも１つのタイミングに基づいて切替えポイントを導出すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがＣＳＩ
フィードバックを送信するときと一致する、
Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがアップ
リンク基準信号を送信するときと一致する、
Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記切替えポイントを決定することは、
　定義された周期性またはオフセットのうちの少なくとも１つに基づいて切替えポイント
を決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　切替えポイントの後に使用すべきアンテナ構成を選択することと、
　前記選択されたアンテナ構成のインジケーションを与えることと
をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ７］
　切替えポイントの後に使用すべきアンテナ構成のインジケーションを受信すること
をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ８］
　複数のアンテナ構成のためにＣＳＩフィードバックを与えること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
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　前記複数のアンテナ構成のために与えられた前記ＣＳＩフィードバックに少なくとも部
分的に基づいて選択されたアンテナ構成のインジケーションを受信すること
をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記ＵＥは、アップリンク送信のために利用可能な物理アンテナの数に基づいて複数の
アップリンクアンテナ構成で構成される、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　選択されたアップリンクアンテナ構成上でアップリンク基準信号を送信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記ＵＥは、直近の送信されたＣＳＩフィードバックに対応するダウンリンク送信を処
理するためのダウンリンクアンテナ構成を利用するように構成される、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　アンテナ構成にわたるレイヤの最大サポート可能数に基づいてランクインジケーション
（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　周期フィードバックおよび非周期フィードバックのために別々にランクインジケーショ
ン（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）がアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１
つのための異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、
　前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基
準信号のうちの少なくとも１つを処理するために使用されるパラメータを調整することと
を備える、方法。
　［Ｃ１６］
　前記切替えポイントを決定することは、
　前記ＵＥが前記ＣＳＩフィードバックを送信することまたは前記ＵＥがアップリンク基
準信号を送信することのうちの少なくとも１つのタイミングに基づいて切替えポイントを
導出することを備える、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがＣＳＩ
フィードバックを送信するときと一致する、
Ｃ１６に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　ダウンリンクアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントは、前記ＵＥがアップ
リンク基準信号を送信するときと一致する、
Ｃ１６に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　前記切替えポイントを決定することは、
　定義された周期性またはオフセットのうちの少なくとも１つに基づいて切替えポイント
を決定することを備える、
Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２０］
　切替えポイントの後に使用すべきアンテナ構成を選択することと、
　前記選択されたアンテナ構成のインジケーションを前記ＵＥにシグナリングすることと
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をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　切替えポイントの後に使用中のアンテナ構成のインジケーションを受信すること
をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２２］
　複数のアンテナ構成のためにＣＳＩフィードバックを受信すること
をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　前記複数のアンテナ構成のために与えられた前記ＣＳＩフィードバックに少なくとも部
分的に基づいて選択されたアンテナ構成のインジケーションを送信すること
をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　前記ＵＥは、アップリンク送信のために利用可能な物理アンテナの数に基づいて複数の
アップリンクアンテナ構成で構成される、
Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　選択されたアップリンクアンテナ構成上でアップリンク基準信号を受信すること
をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２６］
　前記ＵＥは、直近の送信されたＣＳＩフィードバックに対応するダウンリンク送信を処
理するためのダウンリンクアンテナ構成を利用するように構成される、
Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２７］
　アンテナ構成にわたるレイヤの最大サポート可能数に基づいてランクインジケーション
（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２８］
　周期フィードバックおよび非周期フィードバックのために別々にランクインジケーショ
ン（ＲＩ）ビット幅を決定すること
をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ２９］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記ＵＥはアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１つのための
異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、前記決定に
基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基準信号のうち
の少なくとも１つを送信するためのパラメータを調整することとを行うように構成される
少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
　［Ｃ３０］
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）はアップリンク通信またはダウンリンク通信のうちの少なくとも１
つのための異なるアンテナ構成間で切り替えるための切替えポイントを決定することと、
前記決定に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックまたはアップリンク基準
信号のうちの少なくとも１つを処理するために使用されるパラメータを調整することとを
行うように構成される少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
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